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ご意見、ご不明点等ございましたら下記までお願いいたします。
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強度区分14.9(下記記事参照)の六角穴付きﾎﾞ

ﾙﾄのご紹介です。従来品(12.9※1)に比べて高

強度のため、本製品を使うことでﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ

ができます。 装置の軽量化、小型化をお考え

の方には検討する価値があります。

〇商品仕様：

材質：KNDS4神戸製鋼所

製 高強度ﾎﾞﾙﾄ用鋼

表面処理：黒色酸化被膜

RoHS対応のﾃﾞﾙﾀﾌﾟﾛﾃｸﾄ付も対応可能です。

〇ｻｲｽﾞ 呼び径(長さ)：

M3(6～15)、M4(10～20)、M5(8～45)

M6(12～50)、M8(20～60)、M10(20～60)

M12(20～70)、M16(35～80)

詳細はお問合せ下さい。

今回は、お客様のご要望にもとづき、製作さ

せていただいた3種類の「ｶｽﾀﾑ仕様の加工部品」

をご紹介します。

3種類ともに、丸棒の材料から

お客様ご指定の寸法に加工した

丸頭形状のねじです。

写真1はｽﾘﾜﾘ付きの丸頭段付き

ビスです。市販品では入手でき

ない部品です。

写真2もｽﾘﾜﾘ付きの丸頭ﾎﾞﾙﾄ

で、胴部にE形止め輪用の溝加

工をしています。

市販品でありそうな部品です

が、ちょうど良いｻｲｽﾞのものが

ないため 切削加工で製作しました。

写真3も丸頭ﾎﾞﾙﾄですが、

ねじ部先端側にｽﾊﾟﾅ掛け

用の面取りを施工してい

ます。

お客様からの寸法のご

指示にもとづく製作だけでなく、お預かりした

ｻﾝﾌﾟﾙを採寸して、同等品の製作も承っており

ます。専任のｽﾀｯﾌが対応させていただきますの

で、お気軽にお尋ねください。

次に、お客様のご要望にもと

づき、製作させていただいた4

種類の「ｼﾌﾄﾉﾌﾞ関連の加工部品」

をご紹介します。

写真4と写真6はｼﾌﾄﾉﾌﾞでｼﾌﾄﾚ

ﾊﾞｰに直接取り付けられます。

写真7と写真8は、変換ｱﾀﾞﾌﾟ

ﾀで、ねじｻｲｽﾞが異なるｼﾌﾄﾚﾊﾞｰ

とｼﾌﾄﾉﾌﾞは、この変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

を介して取り付けられます。

写真4はｱﾙﾐ製の球状ｼﾌﾄﾉﾌﾞ

で、ｼﾌﾄﾊﾟﾀｰﾝをφ0.5のｴﾝﾄﾞﾐﾙ

で彫刻（一体型特別仕様）しています。通常は

写真5のように上面が球状になった文字板に彫

刻し、これを上部に窪みを付けた球状のｼﾌﾄﾉﾌﾞ

にはめ込む方式が標準仕様となります。

写真6はｱﾙﾐ製の円柱状ｼﾌﾄﾉﾌﾞです。

写真7は 機械構造用炭素鋼(S45C)の

変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀで、黒色ｸﾛﾒｰﾄﾒｯｷを施し

ています。

写真8はｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)の変換ｱﾀﾞﾌﾟ

ﾀで、ｼﾌﾄﾚﾊﾞｰを六角対辺の3ヶ所か

ら押しねじで固定しています。

お客様からの寸法のご指示にもと

づく製作だけでなく、お預かりしたｻﾝﾌﾟﾙを採

寸して、同等品の製作も承っております。専任

のｽﾀｯﾌが対応させていただきますので、お気軽

にお尋ねください。

上記記事で強度区分という用語がでてきまし

（左下へ）

（右上から）

たので、今回は強度区分の表記について簡単に

整理をしてみました。

図1は引張試験で試験開始から破断に至るま

での、ひずみと応力(※1)の関係を示すｸﾞﾗﾌです。

金属に引張方

向の応力をかけ

ていったとき、

最初は力を取り

除くと、もとの

長さに戻る弾性

変形が生じます。

応力をさらにか

けていき比例限度を

超えると、応力を取

り除いても元の長さ

に戻らず塑性変形し

ます。そして、上下

降伏点を過ぎた後、

ｸﾞﾗﾌのように曲線を

描き、破断へと向かいます。この曲線上のﾋﾟｰｸ

部を引張強さといいます。合金鋼の場合には図

2のように降伏点が現れないため、永久伸びが0.

2％である応力を0.2％耐力としています。

さて本題ですが、強度区分12.9の「12」は呼

び引張強さの1200(N/mm2※2)を100で割った値

を表し、12.9の「9」はこの数字を10で割った

値に呼び引張強さ1200を掛けた値1080が0.2％

耐力(軟鉄の場合には下降伏点)となります。

前述記事の強度区分14.9の場合には呼び引張

強さが1400(N/mm2)、0.2％耐力が1260(N/mm2)

となります。

ちなみに12

00(N/mm2)はｷ

ﾛｸﾞﾗﾑ重に変

換すると、12

2kgf/mm2です

ので、1辺が1

mmの正方形に

122kgfの力が

かかっていると考えるとｲﾒｰｼﾞし易いかと思い

ます。

現在主流のｽﾏﾎ端末といえばAndroidとiPhone

で、ｽﾏﾎｱﾌﾟﾘを開発するための開発環境は、And

roidとiPhoneで異なります。

Androidの開発環境はAndroid Studioが主流

です。Android StudioはJava(あるいはKotlin)

という言語を使用します。

一方、iPhoneはObjective-CというC言語風の

言語を使用しているものと思っていましたが、

ﾈｯﾄで調べると、最近の開発環境はXcode、言語

は2014年にﾘﾘｰｽされた、比較的新しいSwiftが

使われているようです。

このようにｽﾏﾎｱﾌﾟﾘを開発する場合には、And

roidとiPhone両方に対応する必要があり、結構

な労力・工数がかかります。

しかしながら最近ではFacebookが開発した、

React NativeというJavaSciptを使用して記述

する開発環境があり、AndroidとiPhoneの両方

（ｸﾛｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）のｱﾌﾟﾘ開発を行うことができ

るそうです。ちなみに、React Nativeの参考書

を書店で探しましたが、ほとんど見かけません

でしたので、独学で勉強する場合には苦労する

かもしれません。

また、ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｱﾌﾟﾘ等の場合には、一つの選

択肢として、ﾌﾞﾗｳｻﾞでｳｪﾌﾞｻｲﾄを閲覧する方式

にすると、新規のｽﾏﾎｱﾌﾟﾘが必要ないため検討

の余地はありそうです。以前本誌134号でご紹

介したﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞｳｪﾌﾞﾃﾞｻﾞｲﾝを利用すれば、ﾊﾟｿｺ

ﾝ向けのｳｪﾌﾞｻｲﾄと同じｿｰｽﾌｧｲﾙを利用してｽﾏﾎｱﾌﾟ

ﾘ風のｳｪﾌﾞｻｲﾄを作ることができます。

近年、ﾊﾟｿｺﾝよりもｽﾏﾎを利用する場面が増加

しており、様々なIT端末としてのｽﾏﾎの役割が

今後も期待されますので、ｽﾏﾎｱﾌﾟﾘの開発を行

うｿﾌﾄｳｪｱ技術者の需要はこれからも続くと思わ

れます。
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写真8 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ用ｱﾀﾞﾌﾟﾀ写真7 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ用ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

写真1 ｽﾘﾜﾘ付き
丸頭ﾈｼﾞ

写真2 ｽﾘﾜﾘ付き丸
頭ﾎﾞﾙﾄ

写真3 丸頭同付きﾎﾞﾙﾄ
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写真4 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ球状

写真6 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ
円柱状

写真5 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ用
球面文字板

ね じ の 雑 学

機械的又は物理
的性質

強度区分

4.8 10.9 12.9

呼び引張強さ
Rm,nom(N/mm2)

400 1000 1200

最小引張強さ
Rm,min(N/mm2)

420 1040 1220

下降伏点(呼び)
ReL(N/mm2)

320 - -

0.2％耐力(呼び)
Rp0.2(N/mm2) - 900 1080

表1 ﾎﾞﾙﾄ、ねじ及び埋込みﾎﾞﾙﾄの機械
的及び物理的性質(JIS B 1051抜粋)

図1 引張試験 ひずみ-応力曲線
（軟鉄）

※1 ひずみ：試験片の伸び長さを元の長さで割った値
応力：荷重を断面積で割った値

※2 平方ﾐﾘﾒｰﾄﾙです

※1 通常、国産のｷｬｯﾌﾟｽｸﾘｭｰ(生地)は呼び径M20までが
強度区分12.9で、呼び径がM20を超えると強度区分10.9
となります。三価ﾎﾜｲﾄ等のﾒｯｷ品はｻｲｽﾞによらず強度区
分10.9です。

図2 引張試験 ひずみ-応力曲
線（合金鋼）


